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また、当社連結ベースで法人税等調整額に75,421千円（損失）を計上することとい

たしました。その要因は、スターティアラボ株式会社において、今後の業績推移を踏

まえ繰延税金資産を全額取り崩すこととし、新たに75,421千円（損失）の法人税等調

整額を計上したことによるものであります。 

 

２．当期業績に与える影響  

上記、減損損失の計上および繰延税金資産の取り崩しは、本日公表いたしました

「2020年３月期 決算短信〔日本基準〕(連結)」の当期連結業績に反映しております。 
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